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「アイデンティティのキキ」は、A-Labのヴィジュアル
アイデンティティ（VI）をテーマにした展覧会。キュ
レーターの後藤哲也が「勝手に」開いたA-Labの
VIコンペに、Studio Spass（オランダ）、Grégory 

Ambos（フランス）＋鈴木哲生、そして Kontra-

punkt（デンマーク）の 3組が参加。それぞれの思
考のプロセスと新 VI提案をそのまま展覧会にしたも
のだ。
　本展のきっかけは、2021年度開館予定の大阪中
之島美術館の VIコンペ。審査は 2段階方式で行わ
れ、26の応募者から direction Qが最優秀提案者
に選ばれたものだが、後藤は Kontrapunktと共同
で参加。二次審査で選に漏れたが、この経験から「ア
イデンティティの現在地」と「コンペという手法」に
関心を持ち、それをテーマにした展覧会を企画した。
　5Gによる通信環境の変化やデジタルサイネージ
の更なる普及など、わたしたちを取り巻く環境の変
化のなかで、VIはこれまでと同じ考え方でつくられて
／選ばれて良いのか？　VIのサンセリフ化があらゆ
る業界で進んでいるが、均質化・効率化がこのまま
進んで良いのか？――本展は、アイデンティティの「機
器」、「嬉々」、「記紀」、そして「危機」について思
考したものである。



アイデンティティのキキ
会期：2020年2月22日（土） - 3月30日（月）
会場：あまらぶアートラボ（A-Lab）
参加作家：Studio Spass（オランダ） 
Grégory Ambos（フランス／京都）＋鈴木哲生
Kontrapunkt（デンマーク）
アートディレクター：後藤哲也
サイン制作・設営協力：廣田碧（看太郎）

エントランス、階段、廊下など、通常グラフィックデザ
インが展開される場所を活用した展示構成を行った。ま
たメインとなる展示室で新 VI の展開を含めた展示をイン
スタレーション形式で実施。サブ展示室では参加デザイ
ナーのポートフォリオ作品を展示した。加えて、視覚中
心になりがちなアイデンティティの現状に対する批評的
提案として、＠アロマと近畿大学学生による「香りのアイ
デンティティ」空間も制作した。
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Design Brief 

Project Title:   A-Lab Visual Identity (VI) Design Revamp Competition 

Facility :  A-Lab (Amagasaki City) 

Client contact:  Tetsuya Goto, Out Of Office 
   gotoatwork@gmail.com 

Budget:  100,000 JPY for participation fee (including tax) 

Overview:  A-Lab, a municipal art center in Amagasaki , Hyogo Prefecture, Japan was    
   established in 2015. In order to celebrate its 5th anniversary and to gain more  
   publicity, we will hold a design competition to examine the possibilities for better  
   visual identity.  

Objectives:  A-Lab was designed to give young artists an opportunity to show their work.  
   Another aim of the center is to provide young people, including children, a chance  
   to encounter the arts free of charge. Therefore, the visual identity of A-Lab should  
   express a challenging, open and friendly attitude. 

Target Audiences: 1) Young people including elementary school students. 
   2) People working in the art world. 

Scope:   Visual identity (i.e., logotype)   

Format:  1) Visual Identity in real usage (signs, displays, etc.) 
   2) Sketches showing the creative process 
   3) Exhibition posters that uses the visual identity proposition 
   4) Designer’s portfolio that are relevant to this project 

Success Criteria: We will hold an exhibition to display the visual identity in A-Lab, and decide which  
   works are the best. Judgement will be made by the client and audience.  

Schedule:  Design proposal to be completed by 31 January 2020. 
   Exhibits to be delivered to A-Lab by 14 February 2020. 
   Winner to be selected by 30 March 2020. 

Signature:  

Name: 
Tetsuya Goto 

Date:  
6 January, 2020 2020年2月22日（土）-3月30日（月）

@ あまらぶA-Lab 
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2020年2月22日（土）-3月30日（月） @ あまらぶA-Lab 

アイデンティティのキキ

コントラプンクト

イベント

主　催
問合先

所在地
　

尼崎市
市役所文化振興担当
☎ 06 6489 6385 

FAX 06 6489 6702

（イベント開催時はA-Labまで
 ☎ /FAX 06 7163 7108）
尼崎市西長洲町2-33-1　

入場料無料
月・水～金 ：
土・日・祝日：

｜ 火曜日休館　
午前11時～午後７時
午前10時～午後６時

Kontrapunkt 

スタジオ・スパス
Studio Spass

グレゴリー・アンボスと鈴木哲生
Grégory Ambos + Tezzo Suzuki 

オランダ・ロッテルダムのデザインスタジオ。プリ
ントメディア、ブランディング、ウェブ、そして空間
デザインに至るまで幅広い領域で活動してい
る。Jaron KorvinusとDaan Mensによって
2008年設立。精緻なアプローチに遊び心あふ
れる感覚を組み合わせたデザインが特徴。
www.studiospass.com

グレゴリー・アンボス ロンドンを拠点とするデザ
イン事務所Zak  Groupの元パートナー兼クリエ
イティブディレクター。シカゴ建築ビエンナーレ、
台北ビエンナーレ、ベルリンビエンナーレ、リスボ
ン建築トリエンナーレなどの大規模VI、ならび
に、出版物、展示会などを手がけてきた。現在
は、フランスと日本を拠点に活動している。

北欧を代表するデザインエージェンシー。コペ
ンハーゲンと東京のオフィスに、60人以上の
デザイン、ブランディングのエキスパートを抱え
る。日本でも積極的に活動を展開。これまでに
資生堂S/PARKやTASAKI、東大阪市などの
VIや独自書体を手がけている。
https://www.kontrapunkt.co.jp/

ギャラリートーク

@amalove.a.lab

www.ama-a-lab.com

www.ama-a-lab.com

日時： 3月14日（土） 14:00-15:30

スピーカー： 後藤 哲也、西 まどか（アイデア編集長）
定員：30名｜参加費無料

ワークショップ
期間中、出展デザイナーによるワー
クショップを開催します。詳細は、
A-LabウェブサイトやFacebook

ページをご覧ください。

特別展示

協力助成

香りのアイデンティティ
近畿大学文芸学部文化デザイン学科感性学系
岩城覚久+ 深津恵（アットアロマ株式会社）共同ゼミ
の学生（五十嵐 真子、髙井 由実菜、山内 梓早、坂上 

晴香）がアットアロマ株式会社と協働して、
A-Labの「香りのアイデンティティ」をデザイン。
会場内にその香りを「展示」します。

特別協力：

あまらぶA-Labの架空のヴィジュアルアイデンティティ（VI）を、ヨーロッパと日本のデザイナー３組が勝手
にデザインする展覧会。アートセンター／美術館のVIを通じて、デザイナーがどのように課題に取り組ん
でいるのか、文化施設がどのように自身のイメージを発信しているか……について考えます。

INDAI
ESIGN LAB

I

文化デザイン学科｜近大デザインラボ 

Vol. 22

アートディレクター ｜ 後藤 哲也 ｜ Tetsuya Goto ｜ outofoffice.jp

サイン制作・設営協力 ｜ 看太郎（廣田 碧） ｜ Midori Hirota, Kantaro

尼崎市西長洲町2丁目33-1 
（一般用駐車場はありません）

【阪神尼崎駅から】 北東へ徒歩15

分、または、阪神バス11･22･23系統 

阪急園田行き、阪急バス 阪急塚口
行き「西長洲」下車　東へ徒歩５分
【ＪＲ尼崎駅から】 阪神バス11･23系
統 で「西長洲」下車　東へ徒歩５分
【阪急塚口駅から】 阪急バスで「西
長洲」下車　東へ徒歩５分

 

ソウル国際タイポグラフィビエンナーレTypojanchi 2015出展作品資生堂グローバルイノベーションセンターS/PARK VI台北ビエンナーレ2012 VI  Image: © Zak Group

鈴木 哲生 グラフィックデザイナー。1989年
神奈川県生まれ。東京芸大デザイン科卒業後、
隈研吾建築都市設計事務所を経て、2015年に
KABKデン・ハーグ王立芸術アカデミー タイプ
＆メディア修士課程修了。
tezzosuzuki.com

カレンダー19

令和元年度 

文化庁 

文化芸術創造拠点形成事業



ロッテルダムのスタジオからリモートで VIをデザイン
しました。訪れることのできない場所のためにVIを
設計すること、そしてほとんど知識のない言語を扱う
ことは新しい挑戦でした。スポンジのように与えられ
たすべての情報を吸い取り、A-Labについての「直感」
を思いつくままに紙に書き出しました。
　私たちの通常の VI制作のアプローチは、最初に
現場を訪ね、歴史やヴィジョン、そしてキュレーター
のビジョンについてヒアリングを行います。クライアン
トやコラボレーターと話をすることが大切。良いデザ
インプロセスを構築することは、信頼関係に大いに
かかわります。共通点を見つけ、信頼や理解を得る
ことにもなります。同時に、クライアントの野心やビ
ジョンに共感するためにも有効です。私たちは意思
決定者と協働し、直接話すことを重要視しています。
　プロジェクトはそれぞれ、独自のテーマとコンテク
ストを持っています。それをリサーチし、スケッチす
る段階に起こる「超集中」の瞬間を愛しています。
私たちは自らを「一時的な専門家」 だと捉えています。
これが私たちの仕事を多様なものにしてきた理由で
す。リサーチのプロセスのなかで、デザインブリーフ
とコンセプチュアルなリファレンス――建築・歴史・
科学から、スナックバーなどの日常生活の美学に至
るまで――を組み合わせることがよくあります。並行
して造形のスタディを行います。最終的にすべてをま
とめ、それらの資料について議論するのですが、こ
れが非常に重要なプロセスとなっていて、デザインの
最終形を模索したり、コンセプトとなるストーリーの
構築に利用します。議論を繰り返すことで、自分た
ちの提案を確信へと導きます。ひとつのデザイン案だ
けを開発し、クライアントに提示します。アイデンティ
ティの場合であれば、コンセプトとそれを伝えるストー
リー、ひとつのロゴ、書体、ムードボードなどのセッ
トを提案します。

　A-Labのケースは、情報のインプットと会話のプ
ロセスが制限されていたので、通常とは異なるアプ
ローチをとる必要がありましたが、デザインブリーフ
に余白があり、創作のプロセスを楽しめるプロジェク
トだと考えました。「現代美術に触れる門戸を若い
世代や子どもたちに開いていきたい」というギャラリー
の狙いを、グラフィックデザインでいかに表現するか
に注力しました。私たちは常に、空間・建築と相互
作用するデザインを意識しています。建築を見て分
析したりすることは、設計プロセスにおいて重要なこ
と。今回は、Googleストリートビューで外観や周囲
を観察することで着想を得ました。
　建物正面の建築様式、特に二重アーチ屋根と自
動ドアに興味を持ちました。分析と解釈を行い、そ
れらをグラフィックエレメントに抽象化しました。二
重アーチにインスパイアされたラインは相互作用を
表現。自動ドアは作品と出会う幾何学図形として抽
象化しました。これらの要素をベースに、プレイフル
でダイナミックなアイデンティティをデザインしました。
プロジェクトごとに、そしてアウトプットの形式ごとに
変化する、ユニークでオープン、そしてフレンドリー
なデザインを生み出す無限の可能性を与えます。オ
リジナルのロゴからハイフンを削除しましたが、代わ
りに「L」の文字を動的要素として遊び心のある使
い方で強調しています。展覧会を訪れる前の自分と
展覧会を体験したあとの自分、この 2人を結ぶ旅を
「L」の文字は表現しています。
　アプリケーションとしてA-Lab時計もデザイン。1

日に 2回「A-Lab」の VIが姿を表します。今後の
A-Labの展示は、午後 3時から開催することを提案
したいですね。この時計は私たちの提案のなかで、
一番出来が良かったかもしれません（笑）。

www.studiospass.com

Proposal 1: Studio Spass - A JOURNEY
出展作家は「A-Labを訪れたことがないこと」を選考基準のひとつとし、思考のプロセスを抽象化することを
狙った。空間を活かしたインスタレーションなど、いわゆるグラフィックデザインにとどまらない活動を展開す
るオランダの Studio Spassは、空間を大胆につかった可変的な VIを提案した。
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京都に住んでいるので、A-Labのディレクターと会っ
てインタビューすることができました。質問事項は、
協働する機会の多いスイス人ジャーナリスト兼社会
学者でリスボンに拠点を構える Joël Vacheronと共
に考えました。
　ジャーナリズムとアカデミックリサーチ、ブランディ
ングとエディトリアルデザインというふたつのバックグ
ラウンドを持つ私たちは、ブランドにとっての重要な
課題のひとつが、進行中のプロジェクトを超えた予
測を立てることであると考えています。作業量や情報
の絶え間ない増加、そして生活のなかのコミュニケー
ション・プラットフォームの増加は、将来について一
歩下がって明晰に考えることを難しくしています。
　このような現在の状況における私たちのアプロー
チは通常、経験と理想を反映したいくつかのステッ
プに基づきます。まず設計プロセスの前に、一連の
聞き取り調査を実施。会話の記録は、ふたつの文
書を作成するための基礎となります。ひとつは、主
役との会話に基づき「内なる」 物語を反映するもの。
もうひとつは、一般市民や専門家との会話に基づい
たもので、施設の「外なる」物語を提示します。こ
のドキュメントは、VI設計プロセスにおける主要な
参考資料であり、ソースとなります。
　プロジェクトの規模や領域にもよりますが、これら
のインタビューで取り上げられたさまざまなトピック
は、より掘り下げた創造的なリサーチの出発点、か
つ長期的なガイドとしても役立ちます。同時に、極め
て重要で革新的なリソースの万華鏡的な視座を提供
します。私たちにとっては、ブランドの 「伝記」 を書く
のと同じようなものです。これは、デザインを通じて
強い労働倫理を根付かせ、プロジェクトやアイデア
の開発を力付けるために私たちが必ず行うことです。
　A-Labのプロジェクトでは、日本に移住して以来
何度か協働している鈴木哲生と一緒に取り組むこと

にしました。日本の文化施設の状況把握をサポート
してくれ、しばしば合理的すぎる私の思考プロセス
に対して興味深いフィードバックを返してくれました。
私は 1年前に日本に来て以来――まだ表層しか理
解していませんが――日本と欧米のデザインプロセス
の違いから新しい視野を得ることに刺激を受けてい
ます。ロンドンに住んでいた頃はマスコットをアート
センターのロゴにするなんて考えたこともなかったの
ですが、日本で仕事をしている今は大胆すぎるとは
思いません。私のくらしは、地元の神社 (大原野神
社）の鹿のマスコットから三井住友カードのカワウソ
のキャラクター「ミドすけ」まで、マスコットで溢れ
ています。
　私たちの提案は、子どもから大人まで多くの人が
フレッシュな現代アートを発見できるアートセンター
としての A-Labのコアバリューを反映するものです。
静的なロゴの代わりに、私たちは A-Labの遊び心と
実験的でダイナミックなアプローチを強調しながら、
あらゆる年齢層とコミュニケートするための、おばけ
のような「生きた」シンボルを提案しました。半分
マスコットで半分ロゴ。絶えず変化するシンボルは、
視認性と（現代美術の）シリアスな印象を変化させ、
専門家でない人たちでも現代美術を発見することが
できる親しみやすい入り口となるもの。おばけの姿は、
閉廊時間と夜間には見えますが、A-Labがオープン
している日中はほとんど見えません。静かにポスター
やパンフレットに入り込んで、その内容をふざけて妨
害します。また、展覧会の期間中、来場者はオリジ
ナルのおばけづくりに参加。彼・彼女らが描いた絵も、
A-Labのコミュニケーションの中で生きていくおばけ
のコレクションの一部になっていきます。

www.tezzosuzuki.com

www.taniguchi-ambos.com

Proposal 2: Grégory Ambos & Tezzo Suzuki
- A LINK BETWEEN WORLDS
Zak Groupのパートナーとして数多くの文化芸術プロジェクトを手がけてきたグレゴリー・アンボス。子育て
のため昨年から京都に移住した彼は、本プロジェクトのパートナーに鈴木哲生を指名。A-Labへのインタビュー
やリサーチをふまえて、両者ともにこれまで経験していなかったキャラクターを用いた VIに挑戦した。
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A-Lab あまらぶ アートラボ

兵庫県尼崎市西長洲町2-33-1  

2-33-1 Nishi-Nagasucho, Amagasaki, Hyogo  

T 06-6489-6385

飯川雄大個展  TAKEHIRO IIKAWA
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Proposal 3: Kontrapunkt - AN OPEN SQUARE
コペンハーゲンと東京に拠点を置くKontrapunktは、日本でも数多くのブランディングプロジェクトに携わっ
ており、特にカスタム・タイプフェイスで知られている。本展へは、大阪中之島美術館への提案をそのまま
A-Labに置き換えるという少々乱暴な依頼に対して、ムービングポスターを軸とした充実した展開資料で、現
代の環境に適した可変的な VIを提示した。
www.kontrapunkt.com
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A-Lab Artist Talk 収録日： 2020年3月14日（土）
出演者： 後藤 哲也 (本展アートディレクター)

 西 まどか （アイデア編集長）

後藤　この展覧会を企画している後藤哲也と言い
ます。本日は『アイデア』というグラフィックデザイ
ン誌の編集長、西まどかさんに来ていただきました。
西さんにトークに来ていただきたいと思った理由の
ひとつとして、ヨルダンで Åbäke（アバケ）というロ
ンドンを拠点に活動するグラフィックデザイン集団の
アーティスト・イン・レジデンスが行われていて、そ
こでアイデンティティに関するトークのゲストとして西
さんが呼ばれてレクチャーをしたということで、それ
がどんな内容だったのかなというところについてお伺
いしたいと思っています。

西　パソコンでお見せできる写真などの資料をちょっ
とだけ持ってきました。まず私が呼ばれた財団という
のがですね「MMAG（Mohammad and Mahera 

Abu Ghazaleh Foundation）」というところだったん
ですけど、確かデルモンテとか食品系の会社の中東
の支部をやっている財閥みたいなところで、それこ
そロンドンの「ホワイトチャペル・ギャラリー」に作
品を貸し出していたりとか、いわゆるコレクターの一
族がアンマンに元々いたんですけど、その人たちが
2017年に新設した財団で、場所自体もアンマンの旧
市街にあります。

後藤　ちなみにどのぐらい遠かったんですか？

西　移動としてはヨーロッパに行くのとそんなに変わ
らないくらいでした。アンマンには遺跡みたいなもの
がいくつかあるんですけど、そういったところに近い
街の中心部にあるような財団です。街がすり鉢状に
なっているんですけど、下の方がダウンタウンで、上
に行くにつれて高級住宅街になっていて、ちょっと神
戸とかに近いですね。その山の手の中腹にある元首
相の家だったところが空き家になっていて、そこの 1

階のヴィラみたいなところをギャラリースペースみたい
にして、あとはレジデンススペースもあり、滞在して
制作ができるようなところでした。規模感としてはあ
まらぶアートラボ（以下、A-Lab）に近い展示室の
雰囲気ですね。
　2017年設立なので、ロゴもあるといえばありま
す。これが財団のパンフレットなんですけど、ギャ
ラリースペースの入り口に見えているのが「MMAG 

Foundation」というのとアラビア文字のものが一応
ロゴになってます。あともう１つ別の、建築物に付い
ているアラビア文字とアルファベットが混ざったような
マークもあります。ただこれ以外にまた改めてビジュ
アルアイデンティティ (以下 「VI」という ) を作ってほ
しいということで、アバケに依頼があったとのことです。
アバケはこのプロジェクトに数年関わっていて、アン
マンにも私が行った時点で 7回来ているとのことでし
た。毎年 2回ぐらいアンマンに滞在して、いわゆる
ヨルダンの歴史文化もリサーチしつつ、ヨルダンの
若手のデザイナーたちとも交流してVIの元々の意味
とか、何ができるかということを考えているということ
だったんですね。アンマンはこんな感じです。

後藤　イメージする中東の風景ですね。以前、西さ
んも参加した中東の UAEの展覧会で出会ったヨル
ダンのデザイナーは、DJとかやっているような今時
のデザイナーでしたけど、こういうところにいるって感
じがあまりしないですね。

西　でもダウンタウンの方は夜になるとすごいズンド
コズンドコ聞こえるみたいな、クラブとかあるような
雰囲気もありましたね。高級住宅街なんですけど、
結構空き家が多い地区で、閑散としていてなかなか
不思議な感じでした。
　で、イベントというのが、The Look of your voice
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（あなたの声の見えるかたち）」というタイトルの VI

についてのセミナーみたいなものでした。ちょうど行っ
ていた滞在期間が「Amman Design Week」という
街中にひらけたデザインウィークが開催されている時
で、現地のデザイナーの事務所もオープンになってい
て、展示も行われていました。そういった期間に合
わせて何か彼らもイベントをしたいということで３人ほ
どトークのゲストを呼ぶことになり、私もたまたま呼
ばれることになったんです。
　他の参加者がどんな感じだったかというと、１人が
タイプフェイス（書体）のデザイナーをやっているナ
イマさんという人で、今はロンドンでアラビア文字と
英語のラテンアルファベットと両方のタイプフェイスの
設計をしているという理由から呼ばれていました。グ
ローバルタイプフェイスというかマルチスクリプト（複
数言語による文章）の作例みたいなことを話してい
て、つまり文字のアイデンティティってなんだろうみた
いなことを話されていた感じですね。
　ナイマがやっているプロジェクトは結構面白くて、
この「BANBAN COMICSANS」っていうプロジェ
クトがありまして。「Comic Sans（コミックサンズ）」っ
ていう書体は結構看板だったりメニューに使われて
いて、そのコミックサンズについて街の人にインタ

ビューをした映像を公開しているプロジェクトなんで
す。あとコミックサンズを作ったデザイナーにも取材
をしていたりとかしています。

後藤　ちなみにコミックサンズはデザイナーからは嫌
われていて、世界で 1番美しくない書体とも言われて
るんですけど、反面世間では多くの場所で使われて
います。

西　コミックサンズの一般の人たちに取材をすると
結構みんな知ってるんですよね。こんな形で、書体
自体の個性みたいなことを調べてみたりというような
ことをトークでは紹介していました。トークの趣旨自
体も、いわゆるVIの事例を紹介してくださいってい
うものではなく、アイデンティティっていうもの自体を
どう考えるかという感じでした。
　もう 1人もアレクサンドラというフランスの人なんで
すけど。ダン・グラハムのアシスタントをしていたり、
キュレーターとして活動してる人で映像作品を作った
りもしていて、音とか声にちなんだ映像作品の上映
をしていました。イベントのタイトルが「あなたの声
の見えるかたち」っていうことだったので、それに掛
けたんだと思うんです。ノイズ映像を流したりとかそ
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ういうようなことをしていました。
　私に関しては VIとはそもそもなんだろうみたいなと
ころに話が飛ぶんですけど、建築家の伊東忠太とい
う人のことを紹介しました。そもそも日本で VIとい
う時に結構色々な単語があるなと思って。シンボル、
アイコン、マーク、ロゴとかそれぞれ象徴的なものと
か具象性があるとか、ロゴに関しては文字だけで構
成されていたりとか、マークはより絵的というか図象
だったり。一方で最近の作例をみると、マークとロ
ゴが合体している様な２つの機能を兼ね備えたもの
であったりとか、すごく境界が曖昧になってるなとい
うところがあって。エクスペリメンタル・ジェットセッ
トのホイットニー美術館の文字と図形が混在してし
かも可変するものとか、今はそういうものが美術館の
アイデンティティとしては一般的になってきてるのかな
と思うんです。
　大阪メトロの事例も紹介していたんですけど、こ
れもロゴとマークの組み合わせだと思います。さっき

のエクスペリメンタル・ジェットセットの VIも、可変
して展覧会のメインビジュアルに合わせてロゴが動
くことで邪魔にならないというか、共存できるデザイ
ンではあったと思うんですけど、デザインマニュアル
が 200ページ以上とか、それくらいの説明書みたい
なものがないと美意識をコントロールできないという
か。それってこのシステム自体は合理的な一方で、
実はルールを分かっていないと管理できないというの
はものすごく不自由というか、なかなかそれがわかっ
ているテクニックがある人にしか使えないっていうの
は、本当の意味で良い VIなのかみたいな疑問が 1

つあって。で、大阪メトロのものとかもこうやってきれ
いに使われている分にはいいですけど、それぞれの
駅で作られてしまったりとか公共にひらけていくマー
クとかロゴであればあるほど、一定のレベルを保つと
いうか使う人のリテラシーみたいなものが問われるの
かなと思って。そんなところでより抽象的に管理でき
るというか、自由度の高い VIみたいなものが必要な
んじゃないかというところで、あとは集団の中で美意
識とかをなかなか共有することが難しいし、たぶん時
代時代にも変わっていくものだしということで、なん
かこの部分を考える題材を紹介したいというところで
伊東忠太をもってきたんです。
　なぜ伊東忠太かというと、いわゆる日本のかたち
みたいなものをもう 1回考え直した建築家ということ
で取り上げています。彼は東大時代の卒業制作とし
て西洋建築の研究を行なっているんですが、カテド
ラルみたいなものから寺社仏閣の研究にいって、法
隆寺の測量をずっとしていた時にパルテノン神殿と
法隆寺のパースが一緒だということに気づいて、そこ
からギリシャの建築が日本までシルクロードを通って
繋がっているみたいな論を立ち上げるんですね。で、
日本からヨーロッパに向けてずっと調査旅行をするっ
ていうことをやっていきます。その中でたまたまアンマ

19

ンにも2日間ぐらい滞在をしていたので、トークの中
では伊東忠太の旅のことを紹介したりとか、これはイ
スタンブールに着いた時の絵葉書ですね。旅として
はずっと日本から中国を越えて、インドを通って一旦
イスタンブールに行ってヨーロッパに行って中東にも
行ってみたいなことをしているんですけど。面白いの
がスケッチブックをちゃんと残していて、そんなものを
紹介したりする形で伊東忠太が当時の旅の中でどう
いう風にそれぞれの地域のアイデンティティを抽出し
ていたのかを紹介をしました。

後藤　みんなが思い描く日本とは別のアイデンティ
ティを構築しようともしていたし、日本だけ独立した
国でなく世界と繋がっていて、文化が伝播していると
いうところも視野に入れつつという感じなんですよね。

西　最終的にきちんとアウトプットまでしていた事例
として見せました。あと宗教的な神様についても西
洋のモンスターと日本やアジアの妖怪みたいなものを
くっつけてキャラクター化したりとか。本願寺とかに
行くとポケモンみたいなんですけど、ギリシャの神様
と沖縄の犬というか龍というかみたいなものがくっつ
いていたりとか、そんなこともしていたということで。

後藤　アバケというのはいわゆる西洋的な思考のデ
ザイナーで、もちろんかっこいいビジュアルとかも作
るけど、どちらかというとリサーチや考え方みたいな、
コンセプトを重視している西洋のデザイナーのエッジ
な象徴ですよね？　7回ぐらい現地に行って滞在制作
しても、まだできてないんですよね？

西　そうですね。

後藤　日本みたいに何ヶ月で作らなければいけない

とか、長くても 1年ぐらいで作らないといけないという
スパンとは全然違って、たぶんしばらくできないんで
すよね。もちろんお金の出どころが違うというところも
あると思うんですけども、作る方もそんなすぐにはで
きないというのが前提としてあったりする。展示の話
につなげると、今回の展示もVIを考えるものだった
んですけど、基本的に選んでいるのは西洋のデザイ
ナー。デンマーク、オランダ、フランスとあと日本の
デザイナーも入っていてという感じです。尼崎のアー
トセンターなのに、なぜ西洋のデザイナーを入れた
かったかというと、デザインの考え方みたいなところ
がどう違うかっていうところを対比してみせるのが面
白いかなというのと、どういう風にリサーチをして作
るかみたいなところを見せていけたらなというのがひ
とつの狙いになっています。
　もうひとつはデザインのプロセスを考えたときに、
一般的には、デザイナーはインスピレーション系とい
うか造形力がものすごく高い人みたいな考え方もまだ
残っていると思うので、そういうことだけじゃなくて理
論的にアプローチして作っていくデザインの側面を見
せれたらなというのがあります。あとは A-Labに来た
ことがない人たちとで行いたいと思ったことが理由に
あります。
　ではここからは展示の説明に入っていこうと思いま
す。一箇所一箇所、喋りながら見て回ろうと思います。
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── room2からエントランスへ移動──

後藤　今回、A-Labから展示の話をもらったときに
あまりポスター展のようなものとは違う形でやりたい
なと考えました。以前からVIをテーマにした展示に
興味があり、どこかの館のアイデンティティを勝手に
作り直して、そのプロセスを開示するみたいなことが
できればと思いました。そこでまず最初に質問させて
もらったのが、A-Labのロゴ／アイデンティティを誰
がデザインしているかということと、入口の看板を外
せるかっていうのを確認したんです。ここに本当は看
板があってちょっと跡は残ってますけど、外させてほ
しいっていう話をして、別にこれが嫌だからとかいう
意味ではなくて、看板を降ろすというゲリラっぽいこ
とをやりたいなと思って、それを確認するとOKだっ
たんです。誰がデザインしたかっていうのは、尼崎市
役所の松長さんだったので、じゃあ触っても怒られな
いかなと思いました（笑）。
　そこで「アイデンティティのキキ」というタイトルが
生まれました。後ほど説明する美術館のアイデンティ
ティのセレクションの成り立ちがなんか危ういんじゃ
ないかなというところが起点です。それと、最近どれ
もこれもアイデンティティが似てきていてサンセリフ化
というか、シンプルで同じようなものが増えてきてい
るので、それももっと楽しい嬉 と々したものがあって
もいいんじゃないかなとか。あとはデバイスが昔みた
いに紙だけじゃないのでいろんな形状、先ほどのホ
イットニー美術館のやつとかだとネット上で可変する
というのもあるので、そういったことも含めてデバイス
の機器も考えるような展示ができないかなというのが
今回の元になっています。
　グラフィックデザインは外側を作ることが多いの
で、看板というその象徴を外すことが実はメインの
作品になっています。そして、入り口からすでにプレ

ゼンテーションがスタートするのですが、まず正面の
これが、グレゴリー・アンボスと鈴木哲生さんのア
イデアを作品で、A-Labのお化けみたいなキャラク
ターが消えたり出てきたりする電飾看板です。もう 1

つは Studio Spassというオランダのデザイナーの作
品です。彼らの VIは外観をベースにして考えたもの
で A-Labの「L」で何かをジョイントする機能として
シンボル化したのがこのスタジオ・スパスのアイデン
ティティです。これは大きなカッティングとペイントの
作品で、階段の下に向かってきてる「A」があります。
両方とも大阪のデザイナー兼看板制作をやっている
看太郎さん（廣田碧）さんが作ってくれました。これ
らが僕にとってかなり肝となる作品だと考えています。
本当は入り口だけに作品を集中させて、中は何もな
いぐらい極端にやってもいいかと思ったぐらいです。
エントランスで終わる展覧会も面白いなというのが最
初の考えですね。

──エントランスからroom 1に移動──

後藤　ここからが見た目はいわゆるポスター展っぽ
い感じなんですけど。グレゴリー・アンボスと鈴木哲
生さんによる提案と、スタジオ・スパスのプレゼンテー
ションを展示化しています。グレゴリーは元々イギリ
スのデザイン事務所「Zak Group」にいました。今
回 1、2ヶ月ぐらいしか準備期間がないという話をす
ると。通常自分たちがやってきた仕事だとありえない、
アイデンティティのリサーチに最低でも 1年はかけて、
1年とか 2年とかかけて作るっていうから、展示の目
的だからやるけど本来はありえないスケジュールだな
という話をしていました。1ヶ月、2ヶ月って言うのは
日本のデザイナーでもあり得ないかなとは思いますけ
ど。なので尼崎とはどういうところかとか、A-Labに
もインタビューをさせてもらって施設がどういうところ
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たシステムみたいなところがデザインと彼らは認識し
ているんだということを見せたいと思いました。日本
だと展覧会それぞれが違うデザインで、同じチラシは
あり得ない。デザイナー的には毎回違うことをやりた
いっていうのがあるのかなって思うんですけど、この
二組に関しては、システムとしてのデザインみたいな
アプローチがクリアに出てるんじゃないかなっていう
気がします。
　例えば本当にA-Labでコンペをするとしたら、こ
ういったものは一般にはあまり公開されなくて、最
終的なヴィジュアルのロゴだけを見せられて、どれが
よかったかっていう感じになることが多いと思います。
このプロセスを見ることによって、それぞれの提案者
のデザインへのアプローチするかという違いが見えた
らデザインの理解も深まるかなと考えました。
　外した入口の看板も展示しています。アーティスト
の藤本由紀夫さんが来られた時には「この元のアイ
デンティティが一番いいんじゃない？」みたいな話を
されていました（笑）。

西　これスパスとかが作ったのかと思っていました。

後藤　面白いのが、文字の表面って平面なはずなの

を目指しているかとか、全部インタビューしたところ
から自分たちの結論というか仮説を導き出していま
す。子供たちっていうのが 1つ重要だっていうのと、
愛着を持ってもらうためにキャラクターがいるんじゃ
ないかっていうこと、なぜお化けがキャラクター化し
ているのかっていうところまでを説明した資料がこれ
です。子供たちが──もちろん大人でもいいんです
けど──自分でアイデンティティを考えて参加できる
ようになっています。あとはアニメーションがあったり、
封筒にしたらこうなるよとか名刺にしたらこうなるよっ
ていう展開デザイン例、まあコンペの定番みたいなも
のを展示化しています。

西　なるほど。

後藤　スタジオ・スパスの方も同様に展開デザイン
を展示しています。DMやポスターの制作例が壁一
面に展開されています。また、彼らはアイデアスケッ
チをまとめた本も制作してくれました。こんな感じで
展開できるよとかこういう風に作りましょうみたいなこ
とが書かれています。それと、時計もつくってくれまし
た。3時になるとちゃんとA-Labになります。　グレ
ゴリーたちもスパスもそうなんですけど、合理化され
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に、カーブがついているんですよね。

松長（尼崎市役所）　これは造形作家のソバットシ
アターさんがアレンジをして作ってくれました。

後藤　じゃあ普通に作るよりもうちょっと表情のある
感じに作ったということですね。

西　陰影がつくようにとか。

後藤　コンピューターでデザインするとこういう考え
が浮かばないので、興味深く感じました。

── room 1から倉庫へ移動──

後藤　ここは調合された香りを展示する部屋です。

アイデンティティって言ったときに視覚でしか語られ
ないっていうのは、五感があるにも関わらず視覚偏
重だなということを感じていたので、香りのアイデン
ティティもつくってみようと。ホテルや飛行機では香り
のデザインもすでに行われているので別に目新しいこ
とではないんですけど、こういうコンペみたいなところ
に香りみたいなものも組み込んでみたらどうかなと考
えました。@aromaさんという会社に近畿大学の方
で特別講義を行なっていただいているので、その授
業に参加している学生たちに、A-Labの香りのアイ
デンティをデザインしてもらいました。ここに一度来
てもらい、第一印象、もしくは、こんな印象になっ
たらいいなという香りを、オレンジスイートやラベン
ダーなどを調合して作っています。

西　A-Labオリジナルの香りなんですね。
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今は標準的になってきた、Moving Poster（動くポ
スター）を作ってもらいました。

── room3の展示室へ移動──

後藤　VIコンペでは、これまでの事例を見せる条件
が必ずあるので、それを展示形式で行なっています。
グレゴリー・アンボスと鈴木哲生さん、コントラプン
クト、そしてスタジオ・スパスの仕事を、いわば添
付資料みたいな形で展示化しています。
　まとめると、アイデンティティを作るプロセス自体を
開示することで、展覧会化できないかというものです。
最後に西さんから質問や感想があればお願いします。

西　グレゴリー・アンボスと鈴木哲生さんのチームと
スタジオ・スパスがかなり似た構造になっていたとい
うのが、私としては結構面白いなというのがまずひと
つありました。元々、自分の発表の時もすごく気になっ
ていたところで、例えば最近中国とかでデザイナーが
増えてきてますけど VIを作るところも増えていると。
で、あるデザイナーに話を聞いたときにだけどやっぱ
り管理ができないというか、デザインはするんだけど
もインハウスの人に渡しちゃうとどうなっていくか分
からないみたいな。特に中国みたいな巨大な国に関
して言うと、合理的に作ってもどんどん繁殖していっ
てしまうというか、そういうところがアイデンティティ
に関しては自分の中では課題かなということがひとつ
あったんですね。一方で今展示されていたものに関
しては、いい意味ですごく個性があるアイデンティティ
ができているというか、キャラクターがきちんとあると
いうか、そういう意味ではいわゆる文字の識別以外
のもう少し絵にもなるし、デザイン自体にも入ってい
けるみたいなところがすごく面白いし可能性があるな
というのはひとつ思ったところでした。

後藤　そうです。デザイン展には通常香りはないの
で、こういったことも考えてみたらいいんじゃないかと
いう提案ですね。

西　この香り販売して欲しいです。

──倉庫から廊下のアンケート展示前へ移動──

後藤　ここでは関西の美術館やアートセンターの VI

について資料展示を行なっています。Googleフォー
ムでアンケートを 15施設に出し、9施設得た回答を
展示しています。デザイン費 0円が回答に多くある
ので、デザインって 0円でできるんだみたいな誤解
を与えそうな点がデザイナーには不評でしたね（笑）。
保存期間が過ぎていて資料が残っていないところが
多いことに驚いたり、誰がデザインしているか知らな
いところもあったので、単純な資料展示なんですけど、
いろいろな味方ができると思います。

──廊下の中之島の展示前へ移動──

後藤　ここがオチの部分なんですけど、デンマークの
コントラプンクトの展示です。大阪の中之島に新しく
美術館ができるということで VIコンペがあり、実は
僕とコントラプンクトも共同で出していました。2次
審査で落ち、最終的には大西隆介さんのディレクショ
ンQの提案が採用されました。その案についてどう
こう言いたい訳ではなくて、コンペの審査プロセスに
興味を持ったことが今回の展示の着想のタネになっ
ています。
　館長さんは知っている人だったので、一応許可を
得て、中之島のコンペに出したアイデアをそのまま
A-Labに展開したら……という作品です。それと、



A-Lab Artist Talk

してもらっていて、一番人気があった案を最終提案
としてA-Labに受け取ってほしいというのが展示の
最後の企画になっています。アンケートを見ると、顔
が付いていたりすると票が増えていくようです。さっ
きのコミックサンズじゃないですけど、一般の人には
そんなに嫌われていないのにデザイナーには嫌われて
いるとか、逆にデザイナーには好かれているけど一般
の子供たちにはウケていないとかもあったりして、デ
ザインの難しさみたいなところも明らかになりますね。

西　特に美術館とか芸術関係の VIに関しては、例
えば作家の人が個展する時って、このロゴをなくして
ほしいというリクエストがあったりしそうですね。

後藤　だから結局無難なものになりますね。

西　アバケが言ってたのも、そうやって結局アイデン
ティティって、どんどん縮小されていったりとか消して
くださいっていう話になる。でもそういうものだけは
作りたくないっていうのをすごく言っていて、確かに
一方でトータルでデザインしなくてはいけないものだ
けれども、そのどこまでを良しとするかアジャストして
いく部分が非常に難しいものだなと思います。

後藤　今回の展覧会も、コンセプトとしては、最終
的に全案を正式にA-Labに提案するということにし
ています。正式に採用されるかどうかは、今後の推
移を見守ってもらうしかないっていう感じですが。本
当に採用されれば、更に面白い展開に繋がっていく
かなとは思っています。なのでご期待ください。
本日はありがとうございました。

備考：
新型コロナウイルス感染症対策として、3月14日 ( 土 )14:00-15:30に
開催予定だったギャラリー・トークは中止した。

後藤　そうですね、二組のデザインが似ているのは
興味深かったですね。実際のコンペでもあるんだろ
うなと思って、それこそ元ネタにした中之島の美術館
も、おそらく多くは似たような感じだったんじゃない
かなと思うんです。美術館の VIってだいたい建築物
から何かを引用してやることが多いので。各自のデザ
イン提案の内容について、僕はもちろんコントロール
するつもりはなかったので、「あなたたちのやつ似て
るから変えて」とは言っていません。提案を見た時
に「似てきたな」とか「目があるやつ両方にあるな」
とかはあったんですけど、それを変えろっていうのは
完全に僕がディレクションしていることになってしまう
ので。子供というものを意識するとやっぱり目みたい
な要素が入ってくるというのが、僕も作り手でもある
ので面白く感じましたね。
　西さんの感想の中で面白かったのが、管理でき
ないっていうところ。デザイナーは可変にしたいとか
新しいアイデアをどんどん出したいんですけど、管理
というか使う方の立場を考えたら一応マニュアルを
デザイナーは作るけど、やっぱり使う側とは意識が
違うというか。この展覧会の３つの提案に関しても、
A-Labにも聞いていると「この案はすごく面白いけど、
自分たちでやれって言われたら難しいんじゃないか」
などの意見をもらいました。一旦デザイナーの手から
離れて自分たちの手で管理していくとなると、こっち
の案は自分たちで取り扱えそうだなみたいな、そうい
う感想もやっぱり出てくるので、それが選択の基準に
もなってくるのかなというのは思いました。そういう意
味ではいろんなレベルというかいろんな立場のことを
僕は知ることができて、一番得しているのは僕かなみ
たいな気がします（笑）。
　これら使う側の率直な意見に加えて、展覧会来場
者にA-Labの VI案のどれがよかったか人気投票を
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VI Research
A-Labは、美術関係者と地域の子どもたちが主な来場者となっているため、「ヴィジュアル・アイデンティティ」
が何であるかあまり知られていない。そこで本展では、関西の美術館・アートセンターへアンケートを実施。誰が、
どのようなプロセスで選ばれ、どのぐらいお金がかかっているのか、について簡単にまとめた。
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お問合せ先

尼崎市　文化担当部　文化振興担当
TEL：06-6489-6385（イベント時　06-7163-7108）
FAX：06-6489-6702

E-mail： amalove.a.lab@gmail.com

A-Lab
あまらぶ アートラボ

尼崎市


